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南大菩薩 長峰（ながね）縦走 Ｎｏ．０３７ 

 

大菩薩、中里介山の小説 「大菩薩峠」 であまりにも有名である。とは言っても、多くの人がこの小説を愛し

この峠に登ってきたという感じはしない。ただＰＲ力があって有名な山になってしまったに過ぎないと思う。今

では盛り場の支店のような山になってしまった。 

この有名な大菩薩は、南北に２０Ｋｍにわたって連なる大菩薩山塊のごく一部に過ぎず、残された有名でな

い大菩薩にこそ目に留めておくべきものがある。まして、夏の混雑時にさえ誰ともすれ違わないような秘境が

存在することを思うと、他人に聞かせるのも惜しくさえなる。 

大菩薩嶺（２０５６ｍ）から北に向かえば、青梅街道の旧道をはさんで奥秩父と相対して立つ黒川山（またの

名を鶏冠山１７１０ｍ）。南西に日川尾根をたどれば、源次郎岳（１４７６ｍ）、恩若の峰（９８２ｍ）を経て、眼

下には甲府盆地の広がり。南にたどると、この山塊中で一番長い稜線である小金沢連嶺。牛奥雁腹摺山、

白岩ケ丸、大倉高丸（１７８１ｍ）を経て滝子山（１５９０ｍ）へ。滝子山の真下には初狩から笹子へ向かう中

央線の線路が一筋線を引いている。 

また、この小金沢連嶺の黒岳山（１９８７ｍ）から東に進むと、５００円札の裏の写真に使った富士山を撮影し

たと言われる雁腹摺山、姥子山、楢の木尾根などを引いて葛野川に落ちている。 

大菩薩嶺から南東に横たわる長峰、東に走りやがて奥多摩の笹尾根に合する牛の寝通り、北東にフルコン

バ小屋を経て丹波山に向かう稜線などなど。尾根通しにざっと説明しても大菩薩山塊はこんなに広い。しか

も武田信玄ゆかりの地であることも合わせて、見方によってはいかようにも楽しめるところである。 

ところが、前述のように一列縦隊でにぎやかに登る人たちは、そんなことはおかまいなしに裂石から登り裂

石に下るか丹波に下るか、あるいはその逆コースか。ガンガン鳴り響くトランジスタラジオのエレキサウンドを

聞きながら一生懸命ごみを散らかしてドンチャン騒ぎをするだけのむなしい登山だ、とある山小屋のおじさん

は言う。もはや新宿や銀座が出張してきたとしか思えない。 

それにしても、唐松やダケカンバのきれいな山である。それとともに、静寂が戻った冬の大菩薩は素晴らしい。

甲府盆地の東端にあるため、山の眺めとしては東京近郊随一ではないかと思う。 

 

昭和３９年１２月１９日 

今回の長峰縦走をきっかけとして始まる大菩薩の山旅は、静かな山歩きを楽しむこと以外にもうひとつ、「冬

の山歩きの第一歩」 という位置付けでも有意義なものだと考えており、かける期待は大きい。 

いつものように ２３時４５分発長野行、恩田と二人で。 

 

昭和３９年１２月２０日 

塩山で下車２時４８分。バスを待つ二

時間半の間バス停でツェルトをかぶっ

て一眠り。 

裂石行のバスは６時発。海抜982ｍの

裂石まで４５円。 

第一展望台７時５０分。第二展望台も

甲府盆地を見下ろせる。徐々に山道は

狭くなり樹林の中になってくる。 

展望台からは南アルプスの連山が心

行くまで眺められる。白く雪を付けてさ

らに大きく見える。先月苦闘した鳳凰
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三山もチョコンとオベリスクを乗せた地蔵岳を頭にはっきりと姿を見せている。 

夏の賑わいなど忘れたように上日川峠（かみにっかわとうげ：1580ｍ）はうら寂しい（９時に通過）。 

主稜線上（2038ｍ）に到達１０時０７分。ここは大菩薩嶺の南側の肩になる。 

大菩薩嶺（2056.9ｍ）を往復して１０時５５分出発。石丸峠（1930ｍ）には１２時に到着。 

天狗棚山（1957ｍ）１２時０５分、ここで遅い昼食。ここから本番、長峰縦走が始まる。富士山と南アルプス

の峰々の眺めともここでお別れ。長峰の南に雁腹摺山と楢の木尾根、北に牛の寝通り。 

地図で見てもわかるように長峰とは名ばかりで、二つの大きな尾根に挟まれた小さな尾根に過ぎない。 

「長寝」という伝説がその名の起源らしいので、尾根の長さとは関係ないようだ。 

天狗棚山から米代（1873ｍ？）に下り、南東に走る尾根をさらに下ると白草の頭（1326ｍ）、カネツケの頭

（1266ｍ）と、どんどん高度を下げていく。939ｍの三角点から八丁坂の急な下りになると右手に葛野川の

高い瀬音が聞こえてくる。長峰とはいえども、三時間で下界の深城にたどり着いてしまった。１５時３５分、深

城は葛野川が支流の土室川を入れる所で、この流れでは一番奥の集落だ。最近、林道工事が進みトラック

が入るようにはなったが、相変わらずの辺境である。 

和田の集落に１６時４０分に到着したが、バスは１６時１０分に出たばかりで、次は１９時の終バスだという。

八坪まで歩けばバスの便が増えるかなと期待して歩いたが、同じことだった。八坪のバス停前のお店で休ま

せてもらい、１９時１０分の最終バスに乗った。（５０円） 

猿橋車庫までたどり着いたらもう深々と冷え込む２０時前。空腹を癒さんと国道沿いの赤提灯の暖簾をくぐ

りラーメンを食べた。実に美味しいラーメンだった。腹が減っていたせいかもしれないが、今でもスープの味

を思い出せそうな気がする。さらに、このラーメンを運んでくれた女の子がこれまた今でも思い出せそうな、

目が輝き目元のきれいな、しかもよく似た（姉妹のような）二人。ラーメンの美味さとともに忘れられない思

い出となった。店の名前は手帳に「ゑびす屋」とメモしてあった。 

猿橋発２０時５４分の高尾行に乗り、家に着いたらもう２３時を回っていたが、一杯のラーメンと二人の女の

子のせいか疲れはほとんど取れてしまっていた。 

以上 

 

＜余談＞ 

●葛野川（かづのがわ） 

この山行をした頃は、葛野川の谷間は上和田あたりまでしかバスが走っていなかった。 

深城にダムができて葛野川と土室川の合流点にはフカシロ湖が生まれ、さらにその北側の土室川には葛野

川ダムと松姫湖も生まれた。大菩薩の秘境のひとつに数えられていた葛野川と土室川の谷は激変した。 

 

●雁腹摺山（がんがはらずりやま） 

大菩薩山塊には、雁腹摺山・牛奥雁腹摺山・笹子雁腹摺山と三つの 「雁腹摺山」 が存在する。 

「山高きがゆえに、雁が越えるときに腹を摺るほどだ」 というのが起源だそうだ。 

大菩薩山塊の北にある奥秩父の主稜線には、雁坂峠・雁峠がある。これらの 「雁」 と名の付いた峰や峠

が一本の帯上に存在することから、渡り鳥の渡りのルートであったことがうかがえる。 

ワクワクするような面白い話だ。日本の山々の山名の中で、味わい深い山名のひとつに数えられる。 

 

（修正・更新：２０２３年１０月） 

 


